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1 は じめに

婁は下層裏 ､ 中層雲､ 上層婁と い うにように大気の状 態によ っ て さまざまな高度に現われる ｡

ときに は同じような高度に何層 にも重な っ た雲が見られ ､ その間に は相対的に乾燥して い ると思

われ る層がある o この ような雲が現れる ため には大気中の水蒸気量が鉛直方向に変動して い る必

要がある と考えられる ｡

大気が層構造をもつ と いう観測結果は い くつ か報告されて い る｡ I s eli n c a J ld G u t o w s ki(1 9 9 7)

は ､ レ
ー

ウ ィ ンゾ ンデの 冬期のデ
ー

タを用 い て相対湿度が高い 湿潤層 につ い て調べ た ｡ その湿潤層

は 一

つ の鉛直プロ フ ァイルに
一

層程度しか現われない 浸潤層であり ､ その平均高度は6 00 -5 0 0 h P a , ,

平均的な層厚は約 1 ,5 kn
.

l であ っ た｡ D al u di e r el at .(1 99 4) は ､ 地表面から成層圏中層 まで鉛直方

向に 20 c 皿 の解像度で気温を測定し ､ 気温の鉛直勾配が正であるたくさんの薄い層を見つ けた｡ そ

して ､ その層厚は 3 -

20 m であ っ た ｡ また ､ N c w ell el a l .(1 99 6) は航空機観測によ り､ 水蒸気やオ

ゾ ン 等の鉛直プロ フ ァ イル を求め , 平均的な層厚が数百 r11 の変動畳 に つ い て訴べ た.

こ れらの研究は大気に鉛直構造が存在することを示して い る ｡ しか しながら ､ 温度と水蒸気と

の関係に つ い てはほとん ど調べ られて い ない ｡ そこで , 対流圏の気温と水蒸気の 関係に注巨して

解析を行な っ た｡

2 デ ー タ

解析に は以下の 4 つ のデ
ー

タ セ ッ トを用 い た(表 1) ｡

(1) T R E X ( T o r r c n ti al R ai rlf all E X p c ri l n C Ilt) デ
ー タセ ッ ト

梅雨末期の 降水系の解明を目的として 1996 年 G - 7 月に ､ 各大学 ､ 研究所の 共同研究とし

て T o r r c rl ti al R ai ll E x p c ril111 C n t( T R E X) が行なわれた際の観測の デ
ー タセ ッ ト

( 2) T A P S( T 凱Ik u b a A r c h P l
.

C Ci pit a ti o (1 S もu di c s) デ
ー

タ セ ッ ト

関東平野の メ ソ ス ケ ー ル現象を研究する ことを目的として行なわれて い る観測のデ
ー タセ ッ ト.

(3) 高層観測デ
ー タ セ ット

(4) 観測研究船淡育丸(束京大学海洋研究所) で得られたデ
ー タセ ッ ト
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表1 : デ
ー

タセ ッ ト

観測地点 緯度(汁) 経度( E) 期間 デ
ー タ数 鉛直解像度( m)

1 . 平島

2 . 南種子

3 . 硫黄島

4 . 内之浦

5 .
つ くば

6 . 前橋

7 . 淡育 丸

8 . 館野

9 .

2 9 .68

3 0 .4 1

3 0 . 7 8

3 1 . 1 5

3 6 .0 5

3 6 .4 3

3 2 - 3 5

36 .05

3 G .0 5

12 9 . 53

130 .9 1

130 ,2 7

1 30 .0 5

1 4 0 . 1 3

1 39 .05

1 3 6 - 1 4 0

14 0 . 1 3

14 0 . 13

1
.

9 96/6/ 2 0 - 7/8

1 9 96/6/ 19 - 7/7

19 96/ 6/ 27 - 7/ 7

1 9 96/ 6/ 20 - 7/9

19 9 5/ 6/ 6 - 8/ 1 6

1 99 5/ 7/ 1 0 - 8/ 1 0

19 9 5/ 8/ 3 1 - 9/ 5

1 997/ 1/ 1 1 1/3 1

1 9 96/ 8/ 1
1 8/ 3 1

43

43

3(;

46

4 2

6 7

2 2

G 2

6 2

10

10

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0

2 0

2 0

合計 4 23

3 変動量を取り出す方法

(1) 鉛直方向に 1 0 ⅠIl 間隔の 気温の デ
ー

タ T( z n ) に対して ､ 7 00 m の 移動平均

テ( z n' -去写
5

T( z ,
I

)
J ニ I ー 3

･5

を計算す ること によ っ て ､

の 差

(1)

ト レ ンドT( z ,A) を求め ､ 観測デ
ー

タ T( a-,i) とト レ ンド戸( z y.) と

T
'

( z 打) - T( z ,i)
- P( a ,A)

を求めることにより , 変動量 T
'

( a . A) を得る ｡

(2)

( 2) 観測精度上 ､ 微ノJ ､ ス ケ
ー ル (2 00 n l 以下) に つ い て議論することは困難なため変動量 T

'

( z , I)
に 2 00 Il.l の移動平均

･
′′

( z ,'̂ -去写
o

r ' z,'
)
=-1l . - 】0

を行な っ て徴′] ､ ス ケ ー ル の変動を除去する c

比湿に対して も同様に して変動量を取り出す｡

(3)

4 結果

気温 ､ 比湿の鉛直プ ロ フ 7 イ)L , に上記の バ ンドパ ス フ ィ ル タ ー をかけるこ とによ っ て気温と比

湿の 微細構造を得た( 園. 1) ｡ デ
ー タ は 19 9 6 年6 月27 日 9 :00 JS T に鹿児島県硫黄島で観測された

もので ある . 気温偏差(実線) ､ 比湿偏差(破線) がとる値の範囲はそれぞれ , - o . 4 -

0 .4I( , - 0 .6
～

0 ･ G g/k g で あり ､ その層厚は両者ともに約 300 111 であ っ た｡ また ､ 図 1 か らこ の 二 つ の物理量の

間に負の 相関がある こ とがわか る o こ の ときの 相関係数は - o .5 5 であ っ たo T R B X 期間の他の鉛

直プロ フ ァ イル も同様の特徴を示 した｡ さらに ､
T R E X 期間の相関係数の頻度分布から鉛直プロ

フ ァ イ ル の 約9 0 を調べ るため に ､ 地域と季節の異なる二 つ の デ ー

タセ ッ トにつ い ても同様の解析
を行なっ た( 図.3 . 4) ｡ そ の結果､ 同じように負の 相関が卓越した｡
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5 結論

気温と比湿は微細構造を持ち ､ その ス ケ
ー ル は300 n l 程度であ っ た｡ 気温偏差と比湿偏差との

間に負の相関が存在し■､ これらの特徴は季節と場所に関係なく ∵ 般的に見られた｡
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図 1 = 高層観測から得られた温度( 実線) と比湿(破線) の 微細構嵐

比湿の偏差は符合を逆 にしてある .
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囲 2 = T R E X 期間の 相関係数の吸度分布( 平島, 南種子 凋 黄島, 内之浦)

囲3 : 夏期の相関係数の塀度分布( 前衛 つ くば, 館軌 淡育九)

B] 4 = 冬期の相関係数の 額度分布(館野)
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